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 バーチャルペイロード機能 （仮想的にアプリケーション

ペイロードを確保することで、メモリ消費量を削減可
能）

 GIS （Geographic Information System）に関する API 
を提供しており、GIS 情報を利用した独自の電波伝搬
モデルやモビリティモデルの実装が可能

 独自の統計値やトレース情報の追加

 テキスト形式のシナリオ （コンフィグレーションファイル、

アプリケーション設定ファイル、トレースモビリティファ
イル等）も利用可能であり、テキストエディタなどでシナ
リオの直接編集が可能

 トレースベースのモビリティモデルをサポートしており、
外部ツールで作成したモビリティログをシミュレーショ
ンに反映可能

 モビリティは、高さの他に方位や仰角を考慮しており、
3次元空間でのシミュレーション解析が可能

 ノードとアンテナの向きが連動しており、車両などに搭
載した指向性アンテナなど、より現実的なシミュレー
ションが可能

 ノードの生成、消滅機能をサポートしており、長時間の
シミュレーションを現実的な形で実現

Scenargie® Base Simulator は、C++ でコーディングされた
離散事象シミュレータであり、 Scenargie 製品群のベースと

なるシミュレーションエンジンを提供しています。システムス
タック （OSI 参照モデルの1層から7層） を網羅する基本的

なシステムモデルを備えています。拡張モジュールである
Dot Eleven Module、LTE Module と組み合わせることで、
無線 LAN や LTE （3GPP Long Term Evolution） の詳細

な通信プロトコルによるシステムレベルシミュレーションが可
能です。さらに、Multi-Agent Extension Module と組み合わ
せることで、様々な移動手段 （徒歩、自動車、バス、鉄道
等） を用いたモビリティのシミュレーションも行えます。

尚、システムモデルのソースコードはお客様に公開しており、
必要に応じてモデルをカスタマイズすることも可能です。

製品概要

 ナノ秒の粒度でシミュレーション時間を管理しており、
非常に精細かつ現実的なシミュレーションが可能

 マルチインタフェース対応 （ノードに複数の異なるシス
テムの通信インタフェースを設定可能）

 マルチチャネル対応 （通信ノード毎またはセクタ毎に
使用するチャネルの変更が可能）

 マルチシステム対応 （無線 LAN や LTE など複数の
システムを組み合わせたシミュレーションが可能）

 時間相関があり、動的な速度変化にも対応したフラッ
トフェージング機能

 BSD9 の TCP モデルを利用することが可能であり、
NewReno、CUBIC、CAIA-Hamilton-Delay など様々
な輻輳制御アルゴリズムが使用可能

 DTN (Delay/Disruption Tolerant Networks) 向けの
Bundle Protocol (Epidemic、Spray-And-Wait、
Direct delivery) に対応
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 アプリケーション： CBR、VBR、FTP [1]、VoIP [1]、
Video streaming [1]、HTTP [1]、Flooding [2]、
IperfTCP、IperfUDP、
BundleProtocol/BundleMessage、Sensing、
TraceBasedApp、DHCP

 トランスポート： UDP、TCP （NewReno、CUBIC、
H-TCP、Vegas、Hamilton-Delay、CAIA-Hamilton-
Delay、CAIA-Delay-Gradient）

 ネットワーク： IP
 ルーティング： スタティックルーティング、AODV [3]、

OLSR [4]、OLSRv2 [5]
 データリンク： ARP、NDP
 MAC： 簡易有線ネットワーク、ALOHA       

（unslotted/slotted）
 パスロスモデル： Free space model [6]、 Two-ray 

ground reflection model [6]、 Okumura-Hata、
COST231 Hata model [7]、COST231 Indoor 
model [7]、Wall count、ITU-R P.1411 [8]、多賀モデ
ル [9] [10]、ITM、Trace、Two tier、ITU Urban 
Micro (Umi)

 フェージングモデル： レイリー [11]、Nakagami
 アンテナモデル： Isotropic、Sectored [12]、Custom
 モビリティモデル： Stationary、Random Waypoint、

GIS-Based Random Waypoint、Trace File

モデル紹介
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参考文献パラメータ一覧（一部）

 シミュレーション時間

 乱数の種（全体用、モビリティ専用）

 シミュレーション進捗状況出力頻度

 トレース出力タグ名

 トレース出力モード（テキスト、バイナリ）

 統計値取得設定ファイル

 アンテナモデル

 アンテナ最大利得

 アンテナ高

 アンテナオフセット（方位、距離）

 モビリティモデル

 移動体の位置更新粒度

 パスロスモデル

 チャネル周波数

 チャネル帯域幅

 フェージングモデル

 TCP 輻輳制御アルゴリズム

 アドホックルーティングアルゴリズム

 MAC プロトコル

 送信キュー長

 ネットワークアドレス

 ネットワークアドレスのプレフィックスビット数

 パケットロス率（簡易有線ネットワークモデル）

 最小遅延時間（簡易有線ネットワークモデル）

 送信データレート（簡易有線ネットワークモデル）
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